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全議案が承認
　会長交代、

新会長に川精一氏

総会特集号陽
光
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
益
々

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
た
び
の
通
常
総
会
で
会
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た

川
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
ご
と
き
非
才
な
者
が
、
光
輝
あ
る

歴
史
を
持
つ
大
和
青
色
申
告
会
の
会
長

に
就
任
す
る
の
は
忸
怩
た
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
役
員
諸
氏
の
招
請
も

令
和
元
年
度
　
事
業
計
画

Ⅰ
．
基
本
事
項

　
一
般
社
団
法
人
大
和
青
色
申
告
会

は
、
健
全
な
納
税
者
団
体
と
し
て
、
青

色
申
告
制
度
の
普
及
促
進
と
誠
実
な
記

帳
に
よ
る
適
正
な
申
告
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
租
税
等
に
関
す
る
調
査
研
究

を
行
い
、
納
税
道
義
の
高
揚
及
び
公
平

簡
素
な
税
制
と
円
滑
な
税
務
行
政
の
確

立
に
寄
与
し
、
併
せ
て
、
事
業
経
営
と

社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
公
益
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
社
会
的
使
命
を
果
た
す
こ
と
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　
な
お
、
当
会
は
、
よ
り
開
か
れ
た
法

人
と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
青
色

申
告
会
と
し
て
活
動
す
る
と
と
も
に
、

会
勢
の
拡
大
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

会　長

 川 精 一

就
任
の
ご
挨
拶

　
令
和
元
年
５
月
29
日

午
後
２
時
よ

り
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
海
老
名
に

お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
大
和
青
色
申

告
会
の
第
25
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

に
努
め
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
税

制
改
正
要
望
な
ど
を
行
い
、
事
業
主
の

環
境
の
改
善
に
も
取
り
組
み
、
次
の
よ

う
な
事
業
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

１
．
税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調
査
研

究
並
び
に
建
議
。

２
．
租
税
関
係
の
法
令
、
通
達
等
の
周

知
徹
底
を
図
る
た
め
の
講
習
会
、

説
明
会
等
の
開
催
。

３
．
経
理
、
経
営
に
関
す
る
講
習
会
、

説
明
会
等
の
開
催
及
び
記
帳
指
導

の
実
施
。

４
．
福
利
厚
生
に
関
す
る
諸
事
業
の
実

施
。

５
．
機
関
誌
の
発
行
及
び
上
記
各
号
の

諸
事
業
を
行
う
に
必
要
な
各
種
資

料
の
刊
行
配
布
。

Ⅱ
．
事
業
計
画

１
．
税
務
政
策
活
動
に
関
す
る
事
項


個
人
企
業
経
営
者
の
勤
労
性
所
得

を
適
正
に
評
価
し
た
事
業
主
報
酬

制
度
を
認
め
る
運
動
を
展
開
す
る
。


事
業
承
継
税
制
の
創
設
に
向
け
た

運
動
を
展
開
す
る
。


簡
易
課
税
制
度
の
事
前
届
出
制
の

廃
止
な
ど
小
規
模
な
課
税
事
業
者

に
対
す
る
納
税
事
務
負
担
の
軽
減

運
動
を
展
開
す
る
。


振
替
納
税
制
度
の
普
及
と
指
導
に

努
め
る
。


租
税
教
育
活
動
に
取
り
組
む
。


そ
の
他
、
指
導
相
談
活
動
の
効
率

化
と
充
実
に
努
め
、
会
員
企
業
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
指
導
相
談
体

制
の
確
立
を
目
指
す
。

あ
り
、
熟
考
の
末
、
お
引
き
受
け
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
前
任
の
曽
根
会

長
同
様
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
和
青
色
申
告
会
は
、
神
奈
川
県
下

に
18
あ
る
青
色
申
告
会
の
中
で
も
、
注

目
度
の
高
い
会
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
前
任
の
曽
根
会
長
の
大
胆
に

し
て
着
実
な
施
策
や
会
員
サ
ー
ビ
ス
向

上
へ
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ

り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
時
代
は
刻
々
と
変
化
し
て
お

り
、
事
業
主
の
高
齢
化
、
事
業
承
継
問

題
等
、
会
員
の
皆
様
を
取
り
巻
く
環
境

も
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

青
色
申
告
会
を
取
り
巻
く
環
境
も
会

員
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
と
い

う
深
刻
な
も
の
で
あ
り
、
抜
本
的
な
対

策
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
会
員
増
強
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
会
員
サ
ー
ビ
ス

の
更
な
る
充
実
、
事
業
主
の
環
境
改
善

に
努
め
、
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
会
運

営
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

そ
し
て
、社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、

一
昨
年
よ
り
進
め
て
参
り
ま
し
た
、

中
学
生
へ
の
租
税
教
育
と
い
う
公
益
事

業
活
動
を
、
今
後
も
継
続
し
て
開
催
が

出
来
ま
す
よ
う
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



青色だより令和元年６月１日発行 （ 2 ）

２
．
相
談
指
導
活
動
に
関
す
る
事
項


新
規
青
色
申
請
者
及
び
新
規
入
会

者
の
記
帳
指
導
に
努
め
る
。


青
色
申
告
特
別
控
除
65
万
円
を
適

用
が
で
き
る
よ
う
複
式
簿
記
の
普

及
拡
大
を
図
る
。


消
費
税
法
改
正
に
対
応
し
た
記

帳
、
複
式
簿
記
に
よ
る
記
帳
の
自

己
研
さ
ん
運
動（
記
帳
確
認
な
ど
）

を
積
極
的
に
展
開
す
る
。


会
員
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
税
務

署
の
開
庁
日
に
合
わ
せ
、
平
成
31

年
確
定
申
告
期
の
日
曜
日
に
決
算

指
導
を
実
施
す
る
。


会
計
ソ
フ
ト
「
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン

Ａ
」
の
普
及
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
利
用
し
て
い
る
会
員
の
指

導
充
実
を
図
る
た
め
ブ
ル
ー
リ

タ
ー
ン
Ａ
指
導
体
制
を
構
築
す
る
。


会
員
の
減
価
償
却
資
産
管
理
の
適

正
化
に
資
す
る
た
め
減
価
償
却
計

算
書
を
作
成
し
配
布
す
る
。


消
費
税
軽
減
税
率
制
度
及
び
消
費

税
率
引
き
上
げ
に
対
応
す
る
た
め

の
説
明
会
・
指
導
会
を
開
催
す
る
。


青
色
セ
ミ
ナ
ー
と
会
員
個
別
指
導

会
を
開
催
し
、
複
式
簿
記
記
帳
指

導
の
徹
底
を
図
る
。


税
理
士
会
の
協
力
を
得
て
無
料
税

務
相
談
制
度
の
活
用
を
推
進
す
る
。


顧
問
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
実
施
す
る
。


指
導
員
・
事
務
局
職
員
の
指
導
力

向
上
を
目
途
と
し
た
研
修
事
業
の

充
実
強
化
を
図
る
。


関
係
機
関
が
行
う
研
修
会
な
ど
へ

積
極
的
に
参
加
・
交
流
す
る
。


ｅ
‐
Ｔ
ａ
ⅹ
の
普
及
推
進
に
努
め

る
。


記
帳
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
相

談
指
導
体
制
の
強
化
を
図
る
。


休
日
に
し
か
来
所
で
き
な
い
会
員

の
た
め
に
、
試
行
的
に
完
全
予
約

制
に
て
休
日
指
導
会
を
行
う
。

３
．
組
織
強
化
と
そ
の
他
事
業
活
動
に

関
す
る
事
項


青
色
申
告
制
度
の
普
及
と
会
員
の

増
強
を
年
間
を
通
じ
推
進
す
る
。


新
入
会
員
紹
介
運
動
を
展
開
す
る
。


メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
入
会
促

進
を
含
め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
を
図
る
。


税
を
考
え
る
週
間
の
行
事
を
積
極

的
に
活
用
し
、
管
内
各
市
の
市
民

ま
つ
り
に
於
い
て
、
広
報
活
動
を

展
開
す
る
。


個
人
情
報
保
護
法
を
遵
守
す
る
た

め
、
指
導
デ
ー
タ
等
を
厳
正
に
保

管
・
管
理
し
、
充
分
な
備
え
を
講

ず
る
。


女
性
部
活
動
の
充
実
強
化
と
青
年

部
の
育
成
強
化
を
図
る
。


会
員
等
を
対
象
に
機
関
紙
「
青
色

だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
。


青
色
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
一
般

納
税
者
の
青
色
申
告
普
及
に
力
を

注
ぐ
。


会
員
外
の
事
業
者
に
対
し
、
記
帳

開
始
説
明
会
、
青
色
決
算
説
明
会

等
を
開
催
し
、
税
金
に
携
わ
る
法

人
と
し
て
の
事
業
活
動
を
実
施
す

る
。


事
業
者
の
Ｉ
Ｔ
活
用
が
増
加
す
る

な
か
で
、
パ
ソ
コ
ン
記
帳
指
導
に

対
応
す
べ
き
体
制
の
充
実
を
図
る
。


役
員
研
修
会
を
開
催
し
、
役
員
、

指
導
者
研
修
の
充
実
を
図
る
。


関
係
各
官
庁
、
及
び
友
誼
団
体
と

の
相
互
協
調
・
交
流
を
図
る
。

科　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　経常収益

①特定資産運用益
退職給付引当預金利息 5,000 6,000 △ 1,000
会館修繕引当預金利息 1,000 1,000 0
固定資産取得引当預金利息 1,000 1,000 0
機械化推進特定預金利息 1,000 1,000 0
財政調整基金預金利息 1,000 1,000 0
会館取得引当預金利息 1,000 0 1,000
　特定資産運用収益計 10,000 10,000 0

②受取入会金
受取入会金 200,000 230,000 △ 30,000
　受取入会金計 200,000 230,000 △ 30,000

③受取会費収入
正会員 87,122,500 87,422,500 △ 300,000
準会員 1,237,000 1,180,000 57,000
　受取会費計 88,359,500 88,602,500 △ 243,000

④事業収益
県民共済収益 270,000 290,000 △ 20,000
火災共済収益 750,000 750,000 0
小規模企業共済収益 1,900,000 2,000,000 △ 100,000
ジブラルタ生命収益 70,000 80,000 △ 10,000
全青傷害・疾病・共済収益 1,400,000 1,420,000 △ 20,000
その他共済収益 960,000 960,000 0
　事業収益計 5,350,000 5,500,000 △ 150,000

⑤会員大会事務手数料収益
会員大会事務手数料収益 2,016,000 2,900,000 △ 884,000
　会員大会事務手数料収益計 2,016,000 2,900,000 △ 884,000

⑥受取手数料収益
会計ソフト取扱手数料収益 1,350,000 1,100,000 250,000
受託事業収益 800,000 700,000 100,000
帳簿等頒布物事業収益 850,000 1,000,000 △ 150,000
　受取手数料収益計 3,000,000 2,800,000 200,000

⑦雑収益
基本財産受取利息 1,000 1,000 0
受取利息 3,000 3,000 0
雑収入 1,096,000 1,096,000 0
　雑収益計 1,100,000 1,100,000 0
　　経常収益計 100,035,500 101,142,500 △ 1,107,000

　　経常費用
①事業費

給料手当 20,044,800 19,772,100 272,700
退職給付費用 1,034,500 798,700 235,800
法定福利費 4,264,700 3,418,800 845,900
福利厚生費 99,300 98,600 700
旅費交通費 1,665,400 1,654,000 11,400
地代家賃 1,307,600 1,286,500 21,100
通信運搬費 801,800 796,400 5,400
減価償却費 555,100 857,600 △ 302,500
消耗品費 493,400 490,100 3,300
印刷製本費 277,500 245,000 32,500
新聞図書費 92,500 140,900 △ 48,400
修繕費 185,000 398,200 △ 213,200
備品費 1,233,600 1,225,200 8,400
車輌関係費 246,700 245,000 1,700
雑費 123,400 122,500 900
租税公課 472,500 502,600 △ 30,100
水道光熱費 339,300 306,300 33,000
事務所管理費 771,000 735,100 35,900
慶弔費 1,021,900 1,122,700 △ 100,800
会員福利費 4,725,000 4,743,500 △ 18,500
記帳指導費 2,601,500 2,601,500 0
講習会説明会費 90,000 90,000 0
税を考える週間行事 400,000 400,000 0
青色学校開催費 80,000 80,000 0
調査研究費 20,000 20,000 0
記帳指導員費 11,000,000 11,000,000 0
記帳確認費 140,000 140,000 0
弁護士委嘱費 320,000 310,000 10,000
広告宣伝費 1,900,000 1,900,000 0
勧奨費 400,000 500,000 △ 100,000
会員大会費 1,500,000 1,800,000 △ 300,000
　事業費計 58,206,500 57,801,300 405,200

②管理費
給料手当 14,755,200 14,927,900 △ 172,700
退職給付費用 761,500 603,023 158,477
法定福利費 3,139,300 2,581,200 558,100
福利厚生費 61,700 62,400 △ 700
旅費交通費 1,034,600 1,046,000 △ 11,400
地代家賃 812,400 813,500 △ 1,100
通信運搬費 498,200 503,600 △ 5,400
減価償却費 344,900 542,400 △ 197,500
消耗品費 306,600 309,900 △ 3,300
印刷製本費 172,500 155,000 17,500
新聞図書費 57,500 89,100 △ 31,600
修繕費 115,000 251,800 △ 136,800
備品費 766,400 774,800 △ 8,400
車輌関係費 153,300 155,000 △ 1,700
雑費 76,600 77,500 △ 900
支払手数料 650,000 650,000 0
租税公課 427,500 497,400 △ 69,900
水道光熱費 210,700 193,700 17,000
事務所管理費 479,000 464,900 14,100
会議費 1,800,000 1,800,000 0
慶弔費 78,100 77,300 800
支払分担金 4,200,000 4,200,000 0
会員福利費 12,775,000 12,756,500 18,500
連合会役職員研究会費 350,000 200,000 150,000
役員研修会費 80,000 80,000 0
渉外活動費 320,000 320,000 0
会計士委嘱費 330,000 330,000 0
　管理費計 44,756,000 44,462,923 293,077
　　経常費用計 102,962,500 102,264,223 698,277

　　当期経常増減額 △ 2,927,000 △ 1,121,723 △ 1,805,277
　２．経常外増減の部
　　経常外収益
　　　　　　経常外収益計 0 0 0
　　経常外費用
　　　　退職給付会計基準変更時差異 0 1,108,277 △ 1,108,277
　　　　　　経常外費用計 0 1,108,277 △ 1,108,277
　　　当期経常外増減額 0 △ 1,108,277 1,108,277
　　　当期一般正味財産増減額 △ 2,927,000 △ 2,230,000 △ 697,000
　　　一般正味財産期首残高 108,201,629 102,440,881 5,760,748
　　　一般正味財産期末残高 105,274,629 100,210,881 5,063,748
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 105,274,629 100,210,881 5,063,748

令和元年度　予算書
平成31年４月１日から令和２年３月31日まで （単位：円）


会
館
取
得
の
調
査
研
究
を
行
う
と

と
も
に
将
来
の
会
館
設
立
の
た
め

の
引
当
預
金
の
積
み
立
て
を
行
う
。


会
費
の
支
払
方
法
は
口
座
振
替
を

原
則
と
し
、
未
移
行
者
の
口
座
振

替
化
推
進
を
図
る
。


全
て
の
白
色
申
告
者
に
記
帳
と
帳

簿
の
保
存
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
説
明
会
を
開
催
し
、
特
典

の
あ
る
青
色
申
告
を
勧
め
入
会
に

繋
げ
る
。


会
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
総

会
の
開
催
及
び
運
営
の
円
滑
化
を

図
る
。


マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
に
あ

た
り
事
務
手
続
き
の
簡
略
化
等
の

要
望
を
行
う
と
と
も
に
安
全
管
理

措
置
を
講
ず
る
。
ま
た
、
特
定
個

人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
周

知
さ
せ
る
た
め
、
職
員
の
教
育
を
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定
期
的
に
実
施
す
る
。

４
．
福
祉
事
業
活
動
に
関
す
る
事
項


会
員
の
健
康
管
理
を
は
か
る
た
め

継
続
的
に
生
活
習
慣
病
健
診
を
実

施
す
る
。


小
規
模
企
業
共
済
制
度
や
全
青
色

共
済
等
の
普
及
促
進
を
は
じ
め
、

各
種
保
険
・
共
済
制
度
の
拡
大
を

図
り
会
員
の
将
来
の
生
活
安
定
に

寄
与
す
る
。


会
員
大
会
研
修
会
を
実
施
し
、
会

員
相
互
間
を
は
じ
め
、
地
域
社

会
・
関
係
団
体
と
親
睦
・
交
流
を

深
め
る
。


役
員
一
泊
勉
強
会
を
開
催
し
、
指

導
者
研
修
と
役
員
交
流
を
図
る
。


会
員
へ
の
情
報
を
提
供
す
る
た
め

各
種
資
料
を
配
布
す
る
。


会
員
に
呼
び
か
け
、
使
用
済
切

手
・
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
及
び

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
実
施
し
、

社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
る
。


献
血
運
動
を
展
開
し
社
会
的
使
命

を
推
進
す
る
。


職
員
の
連
帯
・
協
調
の
た
め
の
諸

施
策
を
実
施
す
る
。


職
員
の
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
へ
の
加
入
を
行
い
、
将
来
に
備

え
る
。


一
人
親
方
労
災
保
険
特
別
加
入
の

紹
介
を
行
う
。


以
上
の
他
、
会
員
の
要
求
に
応
え

ら
れ
る
事
業
の
研
究
を
す
る
。

平成30年度 損益計算書（正味財産増減計算書）
平成30年４月１日から 平成31年３月31日まで （単位：円）

貸　借　対　照　表
平成31年３月31日現在 （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　経常収益

特定資産運用益 7,142 6,677 465

　特定資産受取利息 7,142 6,677 465

受取入会金 172,000 258,000 △ 86,000

　受取入会金 172,000 258,000 △ 86,000

受取会費 88,047,250 89,186,000 △ 1,138,750

　正会員 86,716,250 87,905,000 △ 1,188,750

　準会員 1,331,000 1,281,000 50,000

事業収益 5,101,210 5,152,648 △ 51,438

会員大会事務手数料収益 2,870,420 2,836,900 33,520

受取手数料収益 3,294,541 3,011,994 282,547

　手数料収益 2,453,261 2,106,624 346,637

　指導謝金収益 841,280 905,370 △ 64,090

雑収益 979,246 1,165,901 △ 186,655

　受取利息 2,667 2,784 △ 117

　雑収入 976,579 1,163,117 △ 186,538

　　経常収益計 100,471,809 101,618,120 △ 1,146,311

　　経常費用

事業費 53,511,418 53,291,185 220,233

給料手当 19,710,997 19,146,642 564,355

退職給付費用 809,860 811,434 △ 1,574

法定福利費 3,422,259 3,068,486 353,773

福利厚生費 67,839 72,245 △ 4,406

旅費交通費 1,516,094 1,595,801 △ 79,707

地代家賃 1,271,224 1,225,200 46,024

通信運搬費 689,107 712,575 △ 23,468

減価償却費 263,203 430,831 △ 167,628

消耗品費 409,294 453,111 △ 43,817

印刷製本費 220,996 229,840 △ 8,844

新聞図書費 51,771 109,998 △ 58,227

修繕費 69,944 77,658 △ 7,714

備品費 1,124,855 759,619 365,236

車両関係費 197,618 216,953 △ 19,335

雑費 121,881 80,153 41,728

租税公課 397,000 402,000 △ 5,000

水道光熱費 298,761 291,807 6,954

事務所管理費 708,056 703,234 4,822

慶弔費 856,262 948,893 △ 92,631

会員福利費 4,024,936 4,174,519 △ 149,583

記帳指導費 2,568,884 2,499,391 69,493

講習会説明会費 75,020 77,068 △ 2,048

税を考える週間行事 357,829 356,931 898

青色学校開催費 56,954 68,467 △ 11,513

調査研究費 0 0 0

記帳指導員費 10,125,837 10,599,258 △ 473,421

記帳確認費 124,973 120,683 4,290

弁護士委嘱費 308,556 310,000 △ 1,444

広告宣伝費 1,798,600 1,894,700 △ 96,100

勧奨費 500,000 487,397 12,603

会員大会費 1,362,808 1,366,291 △ 3,483

管理費 40,091,366 40,723,349 △ 631,983

給料手当 14,513,608 14,458,751 54,857

退職給付費用 596,148 612,635 △ 16,487

法定福利費 2,519,165 2,316,713 202,452

福利厚生費 42,147 45,689 △ 3,542

旅費交通費 941,906 1,009,165 △ 67,259

地代家賃 789,776 774,800 14,976

通信運搬費 428,124 450,624 △ 22,500

減価償却費 163,522 272,453 △ 108,931

消耗品費 254,284 286,543 △ 32,259

印刷製本費 137,300 145,349 △ 8,049

新聞図書費 32,166 69,562 △ 37,396

修繕費 43,456 49,112 △ 5,656

備品費 698,841 480,375 218,466

車両関係費 122,775 137,200 △ 14,425

雑費 75,722 50,690 25,032

支払手数料 599,004 611,690 △ 12,686

租税公課 359,383 397,907 △ 38,524

水道光熱費 185,612 184,537 1,075

事務所管理費 439,896 444,718 △ 4,822

会議費 1,344,102 1,749,098 △ 404,996

慶弔費 65,519 65,333 186

支払分担金 4,013,495 4,004,925 8,570

会員福利費 10,885,842 11,212,675 △ 326,833

連合会役職員研究会費 200,000 194,000 6,000

役員研修会費 7,606 62,600 △ 54,994

渉外活動費 307,967 312,205 △ 4,238

会計士委嘱費 324,000 324,000 0

　経常費用計 93,602,784 94,014,534 △ 411,750

評価損益等調整前当期経常増減額 6,869,025 7,603,586 △ 734,561

評価損益等計 0 0

当期経常増減額 6,869,025 7,603,586 △ 734,561

　２．経常外増減の部

　　経常外収益

固定資産売却益 0 0 0

雑収入 0 1,500 △ 1,500

　経常外収益計 0 1,500 △ 1,500

　　経常外費用

退職給付会計基準変更時差異 1,108,277 1,110,000 △ 1,723

雑損失 0 160,600 △ 160,600

　経常外費用計 1,108,277 1,270,600 △ 162,323

当期経常外増減額 △ 1,108,277 △ 1,269,100 160,823

他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 5,760,748 6,334,486 △ 573,738

一般正味財産期首残高 102,440,881 96,106,395 6,334,486

一般正味財産期末残高 108,201,629 102,440,881 5,760,748

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 108,201,629 102,440,881 5,760,748

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

現金 1,757,308 1,615,526 141,782

普通預金 59,751,887 50,112,120 9,639,767

通常貯金 6,992,860 6,438,011 554,849

振替貯金 115,502 432,619 △ 317,117

定期預金 14,000,000 14,000,000 0

仮払金 0 5,390 △ 5,390

前払金 39,696 71,464 △ 31,768

　流動資産合計 82,657,253 72,675,130 9,982,123

　２．固定資産

　　基本財産

定期預金 5,000,000 5,000,000 0

　基本財産合計 5,000,000 5,000,000 0

　　特定資産

退職給付引当預金 53,076,008 50,561,723 2,514,285

会館修繕積立預金 4,110,069 4,109,720 349

固定資産取得引当預金 7,675,491 7,674,841 650

機械化推進特定預金 6,886,404 6,885,820 584

財政調整基金 3,230,189 2,230,000 1,000,189

会館取得引当預金 2,300,000 0 2,300,000

　特定資産合計 77,278,161 71,462,104 5,816,057

　　その他の固定資産

什器備品 47,485 94,959 △ 47,474

車両運搬具 2 2 0

建物 9,819,410 10,198,661 △ 379,251

敷地権 2,558,840 2,558,840 0

電話加入権 74,300 74,300 0

保証金 100,000 100,000 0

出資金 5,600 5,600 0

預託金 18,520 18,520 0

　その他の固定資産合計 12,624,157 13,050,882 △ 426,725

　　固定資産合計 94,902,318 89,512,986 5,389,332

　　　資産合計 177,559,571 162,188,116 15,371,455

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

預り金 15,658,934 8,660,012 6,998,922

前受金 623,000 525,500 97,500

　流動負債合計 16,281,934 9,185,512 7,096,422

　２．固定負債

退職給付引当金 53,076,008 50,561,723 2,514,285

　固定負債合計 53,076,008 50,561,723 2,514,285

　　負債合計 69,357,942 59,747,235 9,610,707

Ⅲ　正味財産の部

　１．指定正味財産 0 0 0

　　　　　指定正味財産合計 0 0 0

　２．一般正味財産 108,201,629 102,440,881 5,760,748

　　　　　正味財産合計 108,201,629 102,440,881 5,760,748

　　　　　負債及び正味財産合計 177,559,571 162,188,116 15,371,455
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曽根　寿太郎
<座間市>

副
会
長
（
総
務
担
当
）

（座間地区会長）

大矢　勝彦
<座間市>

組
織
委
員
長

岩崎　清昭
<大和市>

下田　兼義
<大和市>

佐藤　春子
<海老名市>

中
央
林
間
東

中村　京子

倉橋　則康
<海老名市>

副
会
長
（
広
報
担
当
）

（海老名地区会長）

堀田　勝彦
<海老名市>

税
制
委
員
長

柴田　茂
<大和市>

山村　美伎男
<大和市>

上山　顕
<座間市>

鈴木　正和
<綾瀬市>

会
　
長

川　精一
<座間市>

総
務
委
員
長

藤井　弘
<綾瀬市>

長岡　巨知
<大和市>

八木　隆行
<大和市>

千葉　斉
<横浜市>

顧
　
問

副
会
長
（
厚
生
担
当
）

（大和南地区会長）

二見　宣長
<大和市>

冨塚　明夫
<大和市>

小島　武敏
<海老名市>

松尾　誠一
<大和市>

岩佐　光三
<大和市>

副
会
長
（
税
制
担
当
）

（大和北地区会長）

谷川　元彦
<大和市>

広
報
委
員
長

大原　男
<座間市>

小俣　定生
<座間市>

横山　房司
<大和市>

副
会
長
（
組
織
担
当
）

（綾瀬地区会長）

石井　茂
<綾瀬市>

厚
生
委
員
長

西海　正美
<海老名市>

松尾　寿美子
<海老名市>

第15期

（平成31年４月～令和３年３月）

役員の紹介

相
談
役

理
　
事

監
　
事

支
部
長
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南
林
間

田向　琳子

鶴
間

万場　勇

大
和
東
第
２

秋山　弘子

渋
谷
東

仲戸川　誠一

栗
原
第
２

京免　康彦

小
松
原

矢板　文平

南
林
間
西

松岡　純二

西
鶴
間
若
草

本間　直子

大
和
東
第
１

向笠　三津雄

福
田
第
２

増　正之

立
野
台

長谷山　正範

相
模
が
丘
第
２

池田　あや子

南
林
間
北

矢内　弘子

西
鶴
間
第
１

大澤　一郎

深
見
東

中丸　春江

福
田
第
１

鶴田　幸夫

入
谷
第
２

福田　亮

相
模
が
丘
第
１

冨田　清一

下
鶴
間
北

古木　富美

西
鶴
間

吉野　弘勝

中
央
１

山形　妙子

桜
ヶ
丘
第
２

国兼　泰信

入
谷
第
１

矢澤　富夫

相
武
台
第
２

堀　丈夫

下
鶴
間

佐藤　忠子

林
間
東

石井　勇

草
柳
西

古谷田　秋美

桜
ヶ
丘
第
１

田邊　政道

座
間

一之瀬　義康

相
武
台
第
１

早坂　長蔵

中
央
林
間
西

宮道　峯雄

南
林
間
南

竹内　弘

草
柳
南

平塚　恵一

大
和
南

一部　冨士男

渋
谷
南
第
１

保田　豊

栗
原
第
３

上田　勝
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支部数 会員数 支部数 会員数 会員数

大 和 北 １３ 962 農 業 ４ 1,165 準会員Ａ 126

大 和 南 １６ 1,031 歯科医師 ２ 24 準会員Ｂ 146

座 間 １４ 1,010 税 理 士 １ 78

海 老 名 １４ 811 事 務 局 134

綾 瀬 ９ 587 正会員計 5,802 準会員計 272

支部と会員数　　　（令和元年５月２０日 現在）

大
谷
・
勝
瀬

池田　裕司

今
里
・
社
家

時任　勝美

寺
尾
北

新家　清

綾
瀬
農
業

川島　好三

上
今
泉

岩野　亮

本
郷
・
中
河
内

猪熊　克行

綾
北

長沼　邦紘

海
老
名
農
業

鈴木　徹

国
分
第
２

飯田　覚

杉
久
保
・
上
河
内

須藤　則男

上
深
谷

高橋　茂

座
間
農
業

鈴木　健

国
分
第
１

重田　勉

中
新
田
・
さ
つ
き

佐藤　孝夫

中
村

山添　宏征

大
和
農
業

村田　裕司

柏
ヶ
谷
第
３

窪田　照雄

海
老
名
第
４

寺谷　進

上
土
棚

渡井　賢次

吉
岡
・
綾
西

西内　節夫

税
理
士

佐々木　達也

柏
ヶ
谷
第
２

外堀　伸一

浜
田
・
国
分
寺
台

松本　進

中
野
・
門
沢
橋

柏木　敏男

早
園

矢部　貴洋

大
和
歯
科
医
師

齊木　稔

　休日にしか来所できない会員さんのために、平成31年４月から試
行的に、休日指導会（完全予約制）を開催することになりました。
日程につきましては下記のとおりとなります。

◆開催日　　・6月18日（土）
　　　　　　・7月14日（日）
　　　　　　・8月10日（土）
　　　　　　・9月18日（日）

◆時　間　　①19：00～ 19：45
　　　　　　②10：00～ 10：45
　　　　　　③11：00～ 11：45

※指導時間は、お１人様45分以内とさせていただきます。

※予約されていない方のご指導は致しません。

※予約受付は、各開催日の１か月前から１週間前までとなります。お電話にてご予約下さい。

※定員に達した開催日は予約受付を締め切らせていただきます。特定の開催日をご希望の

方は、お早めにご予約下さい。

※１週間前の時点で予約が無い開催日は、指導会を実施致しません。

※当日に予約取消または無断欠席された場合は、次回の休日指導会の予約をお断りさせて

いただきます。予約取消される場合は、前業務日の17時30分までに必ずご連絡ください。
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支

部

表

彰

個

人

表

彰

▼
会
員
勧
奨
の
部

【
会
員
数
64
名
以
下
】

１
位
　
南
林
間
支
部

（
田
向
琳
子
支
部
長
）

２
位
　
南
林
間
南
支
部

（
竹
内
弘
支
部
長
）

【
会
員
数
65
名
以
上
】

１
位
　
相
模
が
丘
第
１
支
部

（
冨
田
清
一
支
部
長
）

２
位
　
税
理
士
支
部

（
上
山
顕
支
部
長
）

▼
自
己
研
さ
ん
の
部

【
会
員
数
64
名
以
下
】

１
位
　
今
里
・
社
家
支
部

（
時
任
勝
美
支
部
長
）

２
位
　
浜
田
・
国
分
寺
台
支
部

（
松
本
進
支
部
長
）

【
会
員
数
65
名
以
上
】

１
位
　
南
林
間
西
支
部

（
松
岡
純
二
支
部
長
）

２
位
　
柏
ヶ
谷
第
２
支
部

（
外
堀
伸
一
支
部
長
）

▼
確
定
申
告
書
早
期
提
出
の
部

【
会
員
数
64
名
以
下
】

１
位
　
今
里
・
社
家
支
部

（
時
任
勝
美
支
部
長
）

２
位
　
中
央
１
支
部

（
山
形
妙
子
支
部
長
）

平
成
30
年
度
分

〈
敬
称
略
〉

〈
敬
称
略
〉

《
表
彰
状
》

◆
表
彰
規
程
第
３
条

－
１

【
退
任
（
会
長
・
副
会
長
）】

曽
根
壽
太
郎

◆
表
彰
規
程
第
３
条

－

２

【
退
任
（
理
事
・
監
事
・
支
部
長
）】

甲
斐
田
　
豊
　
　
藏
　
　
正
和

黒
沼
　
恒
幸
　
　
小
湊
　
一
裕

千
馬
　
新
次
　
　
早
川
　
公
栄

原
口
　
征
三
　
　
本
間
　
一
巳

◆
表
彰
規
程
第
３
条

－

３

【
退
任
（
支
部
役
員
）】

相
河
　
勝
子
　
　
青
木
　
則
博

秋
山
　
　
豊
　
　
天
野
八
重
子

石
原
　
勝
博
　
　
猪
爪
　
乙
井

大
石
　
一
善
　
　
大
舘
　
　
満

大
矢
　
憲
勝
　
　
荻
窪
　
利
夫

【
会
員
数
65
名
以
上
】

１
位
　
相
模
が
丘
第
１
支
部

（
冨
田
清
一
支
部
長
）

２
位
　
南
林
間
西
支
部

（
松
岡
純
二
支
部
長
）

平
成
30
年
度
分

荻
野
　
　
茂
　
　
木
村
　
昭
彦

佐
々
木
和
彦
　
　
柴
田
　
力
子

嶋
田
　
靜
雄
　
　
下
田
　
　
勉

鈴
木
　
賢
蔵
　
　
鈴
木
　
重
康

関
水
　
　
博
　
　
髙
橋
　
博
一

館
合
　
　
勝
　
　
建
石
　
信
男

谷
口
　
靖
人
　
　
取
屋
　
伸
子

永
井
　
　
彰
　
　
長
沼
　
伸
夫

橋
本
　
明
夫
　
　
幡
野
加
代
子

増
崎
　
　
啓
　
　
三
廻
部
　
功

向
井
喜
代
治
　
　
目
代
　
允
信

屋
比
久
昌
一
　
　
山
口
　
重
美

山
田
　
次
郎
　
　
吉
村
千
枝
子

米
山
美
智
子

◆
表
彰
規
程
第
３
条

－

４

【
退
任
（
記
帳
専
門
指
導
員
）】

服
部
　
　
薫

◆
表
彰
規
程
第
３
条

－

５

【
継
続
勤
務
（
20
年
）】

池
田
あ
や
子
　
　
一
之
瀬
義
康

加
藤
　
富
雄
　
　
菰
田
　
隆
久

齊
藤
　
一
則
　
　
佐
々
木
惣
四
郎

佐
々
木
　
仁
　
　
鈴
木
　
雅
臣

関
屋
　
和
孝
　
　
田
邊
　
政
道

福
寿
　
弘

　
　
森
　
　
基
孫

矢
澤
　
富
夫

《
感
謝
状
》

◆
表
彰
規
程
第
４
条

－

２

【
退
任
（
理
事
・
監
事
・
支
部
長
）】

阿
萬
　
正
巳
　
　
神
　
　
武
志

◆
表
彰
規
程
第
４
条

－

３

【
退
任
（
支
部
役
員
）】

石
井
　
義
信
　
　
市
毛
　
宏
之

小
泉
　
美
穂
　
　
田
口
　
省
吾

長
谷
　
秀
樹

◆
表
彰
規
程
第
４
条

－

４

【
退
任
（
青
年
部
役
員
）】

諏
訪
　
信
忠

◆
表
彰
規
程
第
４
条

－

５

【
継
続
勤
務
（
10
年
）】

飯
田
　
雅
信
　
　
石
井
キ
ク
子

市
川
　
洋
一
　
　
上
野
　
重
明

大
越
　
徹
郎
　
　
岡
田
　
善
雄

金
丸
　
章
子
　
　
川
田
　
　
勲

北
岡
　
一
夫
　
　
小
林
　
繁
子

小
林
　
　
弘
　
　
小
松
　
五
郎

古
谷
田
秋
美
　
　
塩
脇
美
佐
子

重
田
　
壽
也
　
　
下
田
　
昭
治

須
永
　
忠
弘
　
　
関
　
　
重
勝

田
野
口
賢
司
　
　
内
藤
　
利
昌

新
倉
　
敏
秀
　
　
野
崎
美
奈
子

比
留
川
　
貢
　
　
堀
　
　
丈
夫

松
本
　
愛
子
　
　
保
田
　
信
雄

山
形
　
妙
子
　
　
山
岸
　
順
義

山
本
　
明
秀

◆
表
彰
規
程
第
４
条

－

６

【
会
員
勧
奨
】

新
倉
　
正
治
　
　
村
田
　
裕
司

確定申告書とりまとめ事績報告

◆所得税

件数 　 率 　

2月11日～15日 642件 25．7％

2月16日～28日 868件 34．7％

3月11日～10日 540件 21．6％

3月11日～15日 449件 18．0％

合計 2，499件 100．0％

みなさま
お疲れ様でした

◆消費税（平成31年1月21日～4月1日）

◆早期一括提出（平成31年2月16日）

◆ｅ-Ｔａｘ送信件数

◆青色コーナー入会者数（平成31年2月14日～3月15日）

簡　易 304件 本　則 119件

所得税 256件 消費税 90件

所得税 1,824件 消費税 70件

入会者数 197名
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本
年
度
は
、
税
制
政
策
の
問
題
を
は

じ
め
「
青
色
申
告
特
別
控
除
」
の
適
用

の
充
実
、
複
式
簿
記
の
普
及
、
さ
ら
に

小
規
模
企
業
税
制
の
確
立
に
む
け
て
、

親
会
の
指
導
の
も
と
に
一
致
団
結
し
た

行
動
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

１
．
部
員
の
増
強
を
は
か
り
、
組
織
の

充
実
に
つ
と
め
ま
す
。

２
．
部
員
の
福
祉
厚
生
の
向
上
に
つ
と

め
ま
す
。

３
．
誠
実
・
健
全
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、

研
修
会
・
講
習
会
な
ど
を
通
し
て

自
己
研
さ
ん
を
積
み
、
自
書
申
告

を
推
進
し
ま
す
。

４
．
親
会
の
運
動
・
事
業
に
積
極
的
に

参
加
し
て
協
力
し
ま
す
。

５
．
他
会
女
性
部
と
の
友
好
関
係
を
深

め
ま
す
。

６
．
全
青
色
・
県
連
の
女
性
部
事
業
に

積
極
的
に
参
加
協
力
し
ま
す
。

女
性
部
ニ
ュ
ー
ス

１
．
部
員
増
強
運
動
の
展
開
及
び
充
実

強
化

２
．
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
推
進
や
ブ
ル
ー
リ

タ
ー
ン
Ａ
を
含
む
パ
ソ
コ
ン
会
計

の
普
及
促
進

３
．
街
頭
献
血
へ
の
協
力
な
ど
、
公
益

事
業
へ
の
企
画
・
推
進

４
．
部
員
相
互
の
親
睦
及
び
他
会
青
年

部
と
の
交
流

５
．
税
制
の
研
究
・
習
得
と
税
制
政
策

活
動
の
推
進

６
．
親
会
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
・

協
力

７
．
そ
の
他
、
緊
急
且
つ
必
要
な
事
業

の
計
画
等
を
協
議
し
推
進
す
る

青
年
部
ニ
ュ
ー
ス

令
和
元
年
度 

事
業
計
画

科　　目 予算額
部 活 動 補 助 金 350,000
部 会 費 100,000
特 別 会 費 320,000
雑 収 入 20,000
繰 越 金 90,226
合 　 　 計 880,226

令和元年度 収支予算書
（平成31年４月１日～令和２年３月31日）

〈収入の部〉 （単位：円）

科　　目 予算額
講 習 会 費 40,000
研 修 会 費 250,000
総 会 費 50,000
通 信 費 1,500
会 議 費 95,000
旅 費 92,000
賀 詞 交 歓 会 費 270,000
全青色・県連・研究会費 40,000
交 際 費 10,000
消 耗 品 費 7,000
慶 弔 費 15,000
予 備 費 9,726
繰 越 金 0
合 　 　 計 880,226

〈支出の部〉

７
．
複
式
簿
記
の
普
及
を
し
、
青
色
申

告
特
別
控
除
65
万
円
の
活
用
を
は

か
り
ま
す
。

８
．
使
用
済
み
切
手
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
推
進
し
ま

す
。

５
月
　
通
常
総
会

６
月
　
親
会
の
会
員
大
会
に
協
力

７
月
　
サ
ー
ク
ル
活
動

９
月
　
研
修
旅
行

10
月
　
県
連
の
講
演
会
に
協
力
・
参
加

研
修
会

11
月
　
税
を
考
え
る
週
間

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
）

12
月
　
サ
ー
ク
ル
活
動

１
月
　
新
年
賀
詞
交
歓
会

３
月
　
確
定
申
告
期 

手
伝
い

役
　
職
　
　
　
氏
　
名

顧
　
問
　
　
間
　
瀬
　
喜
代
子

部
　
長
　
　
佐
　
藤
　
春
　
子

女
性
部 

行
事
予
定

女
性
部 

役
員

副
部
長
　
　
本
　
間
　
直
　
子

副
部
長
　
　
松
　
岡
　
サ
ヨ
子

会
　
計
　
　
鈴
　
木
　
美
代
子

会
　
計
　
　
鈴
　
木
　
秀
　
子

監
査
役
　
　
清
　
水
　
陽
　
子

監
査
役
　
　
入
内
島
　
敦
　
子

幹
　
事
　
　
冨
　
塚
　
洋
　
子

幹
　
事
　
　
山
　
村
　
富
　
子

幹
　
事
　
　
盛
　
屋
　
美
代
子

幹
　
事
　
　
有
　
山
　
紀
　
子

幹
　
事
　
　
若
　
林
　
久
　
子

幹
　
事
　
　
小
　
菅
　
雅
　
子

科　　目 予算額

特 別 会 費 70,000

補 助 金 400,000

雑 収 入 80,000

繰 越 金 196,602

合 　 　 計 746,602

令和元年度 収支予算書
（平成31年４月１日～令和２年３月31日）

〈収入の部〉 （単位：円）

科　　目 予算額

会 議 費 8,000

研 修 費 100,000

事 業 費 170,000

特 別 研 修 費 80,000

渉 外 費 40,000

総 会 費 110,000

親 睦 費 180,000

賀 詞 交 歓 会 費 0

事 務 費 20,000

予 備 費 38,602

合 　 　 計 746,602

〈支出の部〉

令
和
元
年
度 

事
業
計
画

４
月
　
監
査
会

　
　
　
役
員
会
（
第
１
回
）

５
月
　
第
25
回
通
常
総
会

６
月
　
役
員
会
（
第
２
回
）

７
月
　
青
年
部
通
信
　
第
35
号
発
行

　
　
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

８
月
　
役
員
会
（
第
３
回
）

　
　
　
暑
気
払
い

10
月
　
青
年
部
通
信
　
第
36
号
発
行

　
　
　
街
頭
献
血
の
呼
び
掛
け

　
　
　
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
講
習
会

12
月
　
役
員
会
（
第
４
回
）

　
　
　
忘
年
会

１
月
　
青
年
部
通
信
　
第
37
号
発
行

　
　
　
役
員
会
（
第
５
回
）

　
　
　
新
年
会

２
月
　
確
定
申
告
期
応
援
活
動

３
月
　
確
定
申
告
期
応
援
活
動

　
　
　
役
員
会
（
第
６
回
）

　
　
　
確
定
申
告
反
省
会

青
年
部 

行
事
予
定

青
年
部 

役
員

役
　
職
　
　
　
氏
　
名

顧
　
問
　
　
薮
　
内
　
正
　
典

部
　
長
　
　
下
　
田
　
兼
　
義

副
部
長
　
　
谷
　
川
　
友
　
彦

副
部
長
　
　
吉
　
野
　
晃
　
弘

会
　
計
　
　
陳
　
　
　
　
　
勝

監
査
役
　
　
仲
戸
川
　
友
　
和

幹
　
事
　
　
原
　
岡
　
博
　
宣

幹
　
事
　
　
黒
　
沼
　
　
　
隆

幹
　
事
　
　
遠
　
藤
　
耕
一
郎
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●「令和元年分所得税及び復興特別所

得税の予定納税額の通知書」が６月

15日頃送付されます。

　なお、令和元年分の所得に対する

税金として見積もった金額が、税務署から通知された予定納税基準

額よりも少なくなると見込まれるときは、「予定納税額の減額申請

書」を提出して承認されれば、予定納税額は減額されます。

※納付が期限に遅れた場合、あるいは振替納税をご利用の方が残高不足等により振替
ができなかった場合は、それぞれの期限の翌日から納付日までの延滞税がかかります。

※予定納税制度につきましては、国税庁ＨＰでご確認ください。

●納税者の方の利便性を図る観点から、平成31年４月１日以後に提出

する所得税申告書には、給与所得の源泉徴収票、公的年金等の源泉

徴収票等の添付が不要となりました。詳しくは、国税庁ＨＰの「国

税関係手続きが簡素化されました」をご覧ください。

会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿

あ
お
い
ろ
ポ
ス
ト

新
し
い
１
万
円
札
に
思
う

令
和
時
代
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
た
び

の
改
元
は
祝
福
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い

る
。
平
和
で
実
り
多
い
安
定
し
た
静
か

な
時
代
に
成
っ
て
貰
い
た
い
と
念
ず

る
。４

月
１
日
に
新
元
号
が
発
表
さ
れ
、

14
日
に
は
新
し
い
貨
幣
の
発
行
が
発
表

さ
れ
た
。
新
し
く
変
わ
る
の
は
、
２
千

円
札
を
除
く
紙
幣
と
５
百
円
硬
貨
で
、

令
和
５
年
度
に
変
更
を
計
画
し
て
い

る
。
今
な
ぜ
貨
幣
を
切
り
換
え
る
の

か
？
麻
生
財
務
相
は
、
偽
造
防
止
の
た

め
に
20
年
お
き
に
行
う
「
刷
新
」
と
説

明
し
て
い
る
。

昨
年
11
月
、「
税
を
考
え
る
週
間
」

の
広
報
活
動
に
因
み
参
加
し
た
、「
座

間
市
民
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
で
現
金

１
億
円
の
模
造
を
持
た
せ
て
頂
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
た
。
１
万
円
札
が
１
万

枚
で
約
10
㎏
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
新

し
い
１
万
円
札
は
今
ま
で
の
も
の
よ
り

重
く
な
る
？
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

模
造
で
は
な
く
、
是
非
本
物
で
確
認
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

新
し
い
１
万
円
札
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

相武台第２支部
支部長

堀 　 丈 夫

表
が
日
本
資
本
主
義
の
父
・
渋
沢
栄
一
、

裏
が
東
京
駅
・
丸
の
内
駅
舎
に
な
っ
た
。

ま
た
、
渋
沢
栄
一
は
、
東
京
駅
・
丸

の
内
駅
舎
の
レ
ン
ガ
を
製
造
し
た
日
本

煉
瓦
製
造
株
式
会
社
（
１
８
８
８
年
設

立
）
の
創
立
者
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
レ
ン
ガ
は
建
設
当
時

の
ま
ま
、
東
京
駅
・
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
壁
と
し
て
、
直
に
見

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
新
１
万
円
札
の
表
と

裏
は
、
非
常
に
近
い
繋
が
り
を
持
っ
て

い
る
。
企
画
し
た
理
財
局
が
忖
度
し
た

の
で
は
と
思
う
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
時
代
は
、
ま
だ

ま
だ
先
に
な
る
の
か
し
ら
!!

　消費税の軽減税率制度の実施後に

必要な対応は何ですか。

（１）軽減税率対象品目の売上げ・仕入等の両方がある

課税事業者の方

①区分記載請求書等の発行

②取引先から、区分記載請求書等を受領し、日々の取引を

税率ごとに記帳（区分経理）

（２）軽減税率対象品目の仕入れ・経費のみがある課税事業者の方

　　　　上記②

（３）軽減税率対象品目の売上げがある免税事業者の方

　　　　課税事業者と取引を行う場合、区分記載請求書等の発行を求められる場合があります。

大和税務署からの
お知らせ

区分 納付期間 減額申請書提出期限

第１期分
令和元年7月1日～同年7月31日
（振替納税の振替日は7月31日）

令和元年7月16日
（6月30日の現況により見積る）

第２期分
令和元年11月1日～同年12月2日
（振替納税の振替日は12月2日）

令和元年11月15日
（10月31日の現況により見積る）

○消費税軽減税率制度についての詳しい情報は、国税庁ホームページ（www．nta．go．jp）内の特設サイト「消

費税の軽減税率制度について」をご覧ください。

○消費税軽減税率制度に関するご相談は、消費税軽減税率電話相談センターで受け付けています。

　【フリーダイヤル】０１２０－２０５－５５３　　【ナビダイヤル】０５７０－０３０－４５６

　【受付時間】９：００～１７：００（土日祝除く）
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　事務局からのお知らせ　
◆下記の日付につきましては、業務時間に変更がござい

ます。会員の皆様にはご不便をおかけいたしますが、

ご了承のほどよろしくお願い申し上げます。

●令和元年17月19日（金）
業務時間　18：45～ 12：00

●令和元年17月30日（火）
業務時間　18：45～ 14：00

「源泉所得税　記帳相談・指導会」のご案内
※各会場とも駐車場に限りがございますので、公共の交通機関をご利用下さい。（大和市生涯学習センター、渋谷学習センターは駐車場はございません。）

１月から６月までの給与等から
源泉徴収した所得税の納付期限は、 7月10日（水）です。 ※納期の特例の承認を受けている場合

「源泉所得税」って何？…給料や報酬を支払う人が、支払う金額に応じて天引きする所得税のことです。

相談・指導会の時間は、

午前10時～12時、午後13時～15時 です。
※事務局のみ９時から受付を始めます。
※12時～13時は休憩時間とさせていただきます。

ご準備いただくもの
■源泉徴収簿（本年分と昨年分）　　■納付書（本年分と昨年分）

■給与所得者の扶養控除申告書（本年分）　　■印鑑
■帳簿等（給与の支払日・支払金額が記載されているもの）

会　場 7月
1日

（月）
2日

（火）
3日

（水）
4日

（木）
5日

（金）
8日

（月）
9日

（火）
10日
（水）

事務局 大和市桜森2－3－9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大和市勤労福祉会館 大和市鶴間1－32－12 ○ ○

大和市生涯学習センター 大和市大和南1－8－1 シリウス6階 ○

渋谷学習センター 大和市福田2021－2 IKOZA内 ○

座間市立総合福祉センター 座間市緑ヶ丘1－2－1 ○ ○

海老名市立総合福祉会館 海老名市上郷474－1 ○ ○

綾瀬市役所（窓口棟） 綾瀬市早川550 ○ ○

青色事業専従者さん、従業員さんがいる事業主さんは、納付税額が無くても
3 3 3 3 3 3 3 3 3

手続をお忘れなく！

給料や報酬を支払う人が、支払う金額に応じて天引きする所得税のことです。

福田第２支部
支部長

原口　征三 氏
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柏ヶ谷第１支部
支部長

黒沼　恒幸 氏

西鶴間若草支部
支部長

本間　一巳 氏

海老名農業支部
支部長

牛村　　功 氏

青
色
申
告
会
に
永
年
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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